
第80回
日本循環器学会学術集会「市民公開講座」

主　催：第80回日本循環器学会学術集会、公益財団法人日本心臓財団、朝日新聞社
後　援：宮城県、公益社団法人日本医師会、公益社団法人宮城県医師会

協　賛：第一三共株式会社

健康長寿のための心臓病の知識
-特別講演 凜として老いる-

仙台国際センター 大ホール

開場13時00分（予定） 開演13時30分 閉会16時00分

〒980-0856　仙台市青葉区青葉山無番地

2016年 3月5日（土）
日時

会場
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第80回 日本循環器学会学術集会「市民公開講座」

下川 宏明 （第80回日本循環器学会学術集会 会長／東北大学循環器内科学 教授）

＜講師＞ 竹石 恭知 （福島県立医科大学循環器・血液内科学 教授）

Program
日本心臓財団よりご挨拶

開会挨拶

白土 邦男 （東北大学 名誉教授／日本心臓財団 評議員）

【第1部 講演】

＜座長＞ 伊藤 宏 （秋田大学循環器内科学・呼吸器内科学 教授）

【第2部 特別講演】

【第3部 質問コーナー ＜事前質問にお答えします＞】

＜座長＞ 下川 宏明 （第80回日本循環器学会学術集会 会長／東北大学循環器内科学 教授）

虚血性心臓病を知ろう

＜講師＞ 福田 浩二 （東北大学循環器内科学 講師）
不整脈を知ろう

＜講師＞ 帯津 良一 （医療法人直心会 帯津三敬病院）
凛として老いる

特別講演 

講演③

＜講師＞ 久保田 功 （山形大学医学部第一内科 教授）
心不全を知ろう

講演②

＜司会＞ 下川 宏明、伊藤 宏
＜パネリスト＞ 久保田 功、福田 浩二、帯津 良一

講演①13：45

14：05

14：25

休憩14：45

13：40

13：30

14：55

15：35
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昭和54年　九州大学医学部卒業
昭和54年　九州大学医学部循環器内科
昭和60年　米国メイヨークリニック、アイオワ大学留学
平成 3 年　九州大学医学部循環器内科 助手
平成 4 年　九州大学医学部循環器内科 講師
平成 7 年　九州大学医学部循環器内科 助教授
平成17年　東北大学大学院医学系研究科 教授
平成24年　東北大学医師会長
平成25年　東北大学病院 臨床研究推進センター長
平成27年　東北大学医学系研究科 副研究科長

日本循環器学会（理事、東北支部長）、日本心臓病学会（理事）、日本心不全学会（理事）、日本脈管学会（理事）、
日本心脈管作動物質学会（理事）、日本酸化ストレス学会（理事）、日本心臓リハビリテーション学会（理事）、
日本NO学会（理事長）、日本性差医学・医療学会（理事長）、日本内科学会（評議員）など

　この度は、第80回日本循環器学会学術集会市民公開講座にご参加いただき、有難うございます。第1部で
は、竹石先生から虚血性心臓病、久保田先生から心不全、福田先生から不整脈のお話を伺いました。この第2
部では、患者さんを、心身を含めた総体として治療する「ホリスティック医学」を長年実践してきておられる帯
津良一先生（帯津三敬病院名誉院長）からお話を伺います。ご講演のタイトルの「凜として老いる」は、大変素
晴らしい言葉だと思います。心臓は私たちの身体の中で最も重要な臓器の一つです。健康長寿のためには、
心臓病にならないように予防すること、残念ながら心臓病になった場合は早期に治療することが重要です。
帯津先生のお話が、参加者の皆様に元気を与え、また、健康長寿のヒントになることを期待しています。

下川 宏明
第80回日本循環器学会学術集会 会長
東北大学循環器内科学 教授

略歴

MEMO

メッセージ

所属学会

ご 挨 拶
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昭和55年　東京医科歯科大学医学部医学科卒業
昭和55年　東京医科歯科大学医学部第二内科
昭和61年　スタンフォード大学医学部リサーチフェロー
平成元年　東京医科歯科大学医学部第二内科
平成13年　東京医科歯科大学医学部循環器内科 講師
平成14年　東京医科歯科大学大学院循環制御学 助教授
平成15年　秋田大学大学院医学系研究科循環器内科学・呼吸器内科学 教授
平成24年　国立大学法人秋田大学副学長、秋田大学医学部附属病院長
平成26年　秋田大学大学院医学系研究科長・医学部長

日本循環器学会（理事）、日本内科学会（理事）、日本心不全学会（理事）、日本心臓病学会（評議員）、
国際心臓研究学会 ISHR（理事）、日本心脈管作動物質学会（理事）など

　心臓は全身に血液を送り出すポンプとしての役割を持つ臓器です。もし心臓が止まってしまったら、血液
にのせて脳や全身に送られている酸素の供給ができなくなり、人は命を落としてしまいます。心臓は生命を
維持するために最も重要な働きをしている、まさに体の中心臓器なのです。健康で長生きをするためには、そ
の心臓が病気にならないように注意することが大切ですし、もし病気になったときには、早期発見、早期治
療を行うことが重要です。この第一部では皆さまに心臓病について正しく知っていただくために、３人のスペ
シャリストの先生に、それぞれのお立場から「心臓病の知識」についてお話しいただきます。この市民公開講
座が、皆さまのより健康な生活の一助となることを心よりお祈りします。

伊藤 宏
秋田大学循環器内科学・
呼吸器内科学 教授

略歴

MEMO

メッセージ

所属学会

第1部講演 座長より
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昭和６２年　山形大学医学部医学科卒業
平成４年　石巻赤十字病院循環器科
平成９年　米国シンシナティ大学／
             　ケースウェスタンリザーブ大学留学
平成１４年　山形大学医学部内科学第一講座 助教授
平成２０年　福島県立医科大学医学部内科学第一講座 教授
平成２１年　福島県立医科大学医学部循環器・血液内科学講座（名称変更） 主任教授
平成２６年　福島県立医科大学附属病院 副病院長

日本循環器学会（評議員）、日本内科学会（評議員）、日本心臓病学会（評議員）、日本心不全学会（理事）、
日本心臓核医学会（理事）、国際心臓研究学会（理事）、日本動脈硬化学会（評議員）、
日本不整脈心電学会（評議員）、American Heart Association (FAHA) など

　心臓は血液を全身に送り出すポンプとして、休みなく働いています。冠動脈という血管が心臓自体に血液を
供給していますが、この冠動脈が動脈硬化により狭くなると心臓に血液が充分に届かなくなり、心臓の筋肉
が酸素不足に陥り胸に痛みや締め付けられる感じがおこります。この病気を虚血性心臓病と呼びます。動脈
硬化は血管の壁にコレステロールがはいりこみ粥腫（じゅくしゅ）を形成することにより生じます。生活習慣の
欧米化に伴い、わが国では虚血性心臓病の患者さんが増加しています。虚血性心臓病の危険因子として高血
圧、脂質異常症、糖尿病、喫煙、内臓肥満などがあげられます。病気を予防するには生活習慣の改善が大事で
す。禁煙と適度な運動は欠かせません。塩分、動物性脂肪の摂取を控え、野菜や海藻類をたくさん食べるな
ど、食生活に注意しましょう。虚血性心臓病の危険因子をご自身で上手にコントロールすることが大切です。

竹石 恭知
福島県立医科大学
循環器・血液内科学 教授

略歴

MEMO

メッセージ

所属学会

虚 血 性 心 臓 病 を 知 ろう
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昭和54年　山形大学医学部卒業
昭和54年　山形大学第一内科入局
昭和58年　山形大学医学研究科修了
昭和61年　米国ユタ大学留学
平成 4 年　山形県立中央病院内科 医長
平成 5 年　山形大学医学部第一内科 講師
平成 6 年　山形大学医学部内科学第一講座 助教授
平成 9 年　米国ハーバード大学留学
平成12年　公立置賜総合病院 診療部長
平成14年　山形大学医学部内科学第一講座 教授

日本内科学会、日本循環器学会、日本心臓病学会、日本高血圧学会、日本不整脈心電学会、
日本心臓リハビリテーション学会、日本心臓核医学学会、国際心臓研究学会日本部会、日本心不全学会、
日本超音波医学会、日本呼吸器学会、日本腎臓学会、日本癌学会、日本肺癌学会、日本感染症学会、
日本リウマチ学会、米国心臓協会

　心不全とはどんな病気でしょうか。心不全は心筋梗塞、弁膜症、高血圧、不整脈など、様々な心疾患の終末
像で、全身に十分な血液を送り出せなくなるために生じる病態のことです。心不全は65歳以上の10%以上に
見られ、近年増加が著しく、65歳以上の人口の増加とともに、今後も引き続き増加することが予想されてい
ます。様々な部位のがんが次第に克服され、10年生存率が上昇しているのに対し、重症な心不全はがんより
死亡率が高いことが知られています。心不全の発症を予防することが大切です。心不全患者さんは、心不全
入院を繰り返さないことが重要です。減塩、適度な運動、休養・睡眠をとることが大切です。外来では、体重、
尿量、息切れ、BNP値が心不全の悪化を早期に見つける指標になります。心不全の悪化を防ぐには薬物療法
が重要です。心不全患者さんが日常気を付けることを中心に、わかりやすく説明したいと思います。

久保田 功
山形大学医学部第一内科 教授

略歴

MEMO

メッセージ

所属学会

心 不 全 を 知 ろう
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平成 6 年　東北大学医学部卒業
平成 6 年　岩手県立中央病院 研修医、循環器レジデント
平成 9 年　東北大学大学院医学系研究科修了、医学博士取得
平成13年　アメリカ合衆国テネシー州ヴァンダービルト大学留学
平成15年　東北大学大学院循環器内科 医員
平成18年　東北大学大学院医学系研究科循環器先端医療開発学講座 助手
平成20年　東北大学病院 助教
平成20年　東北大学病院 院内講師
平成22年　東北大学大学院循環器内科学 講師

日本内科学会、日本循環器病学会、日本不整脈学、日本心電学会、日本心臓病学会
日本循環器学会専門医、日本不整脈学会・日本心電学会認定 不整脈専門医 

　心臓は1日に約10万回収縮し、絶え間なく全身に酸素・栄養を含んだ血液を送っています。この心臓の収
縮は、電気的な興奮で制御されています。通常は電気の源となる部分から発信された興奮が、特殊な電気的
な通り道を通り、素早く、効率よく心臓全体に伝わっていくことにより協調した収縮がなされます。不整脈と
は、正常な電気的な興奮のリズムが何らかの原因により、乱れてしまう状態です。その原因としては、心臓に
病気があって起こる場合と、なくても起こるもしくは加齢に伴って起こってくる不整脈があります。症状として
は、脈が遅くなる場合、速くなる場合、または抜ける・飛ぶ、時にめまい・失神という形で現れます。不整脈が
長期間続くと症状がなくなる方もいます。今回、加齢に伴って起こってくる不整脈を中心にその症状および対
応の方法、治療の実際をわかり易くお話します。

福田 浩二
東北大学循環器内科学 講師

略歴

MEMO

メッセージ

所属学会・専門

不 整 脈 を 知 ろう
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帯津 良一
医療法人直心会 帯津三敬病院

凛 として老 い る
特別講演 

略歴

メモ

昭和36年　東京大学医学部卒業
昭和37年　東京大学第三外科
昭和51年　東京都立駒込病院外科
昭和57年　帯津三敬病院開設。院長
　　　　　 現在は名誉院長

日本ホリスティック医学協会（名誉会長）、サトルエネルギー学会（会長）
著書『ドクター帯津の健康暦365+1』(海竜社　2015) ほか多数

　日頃敬愛してやまない知人の女性はそのとき90歳。久しぶりにお会いするその日になって急に不安に駆ら
れたものである。足腰の衰えはいかばかりか。認知症の気はどうだろうかという不安である。
　予約したレストランの席について待つこと暫時、彼女が入って来た。おっ！リズミカルないい歩みだ。顔の艶
がいい。私の左側の席につこうとしたとき、突然、右上方の空間に“凜として老いる”という文字が閃いた。
　日本酒の盃を傾ける仕草も以前のままだ。あぁ全然衰えてはいない。ここでほっと一安心。胸を撫でおろす。
　それ以来、凜として老いている人に出会うことが多くなった。そしてその共通項も見えてきた。初々しさを
失わず折りにふれてときめいている。それでいて自己実現の道をひたひたと歩んでいる。さらに死後の世界を
予感している節もある。
　凜として老いる！あぁ、いい言葉だ。

メッセージ

所属学会・
著書
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MEMO
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MEMO
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MEMO
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MEMO


